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retinoic acid receptor-related orphan receptor(ROR)の変
異体を発現するスタグラーマウスの解析からRORがTR
を介する転写に促進的に作用することが分かった.また,
ROR以外にも脳発達期に発現する転写共役因子を同定し
機能解析したのでその一部も紹介する.
一方我々は,近年問題視されている環境化学物質の脳発
達への影響及び,環境化学物質のクレチン症発症への影響
について解析している.この研究により,従来毒性が高い
とされてきた物質が脳発達にはほとんど影響がないこと
や,毒性が低いとされてきた物質の影響が大きいことが分
かった.種々の物質がTH系に影響を及ぼしているが,作
用機序は物質により異なることが分かった.中にはTHシ
グナルを活性化する物質もあった.また,環境化学物質ス
クリーニングのためのアッセイ系も樹立したので紹介す
る.
以上のアプローチによりTR及びTHの正常脳発達への
影響及び,環境化学物質の脳発達への影響が解明されつつ
ある.
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